
（１）　学用品費（月額）の給与

ア　幼稚園等に在園等する３歳以上の奨学生（月額10,000円）　

　イ　小学校、義務教育学校前期課程又は特別支援学校小学部に在学する奨学生

　ウ　中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程又は特別支援学校中学部に
　　在学する奨学生（月額12,000円）

　ア　高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校３年以下の学年、専修学校高等
　　課程又は特別支援学校高等部に在学する奨学生

　イ　大学、大学院、高等学校専攻科、高等専門学校４年以上の学年又は専修学校専門

　　課程に在学する奨学生

人

人

令和４年度事業報告書

第１　事業の状況

１　奨学金等給与事業

奨 学 生 数 新 規 12 人

計 55 人

計 18 人

（月額10,000円）

継 続 43 人

継 続 9 人

奨 学 生 数 新 規 9 人

継 続 59 人

奨 学 生 数 新 規 7 人

計 51 人

（２）奨学金（月額）の給与

継 続 42 人

奨 学 生 数 新 規 9 人

継 続 53

奨 学 生 数 新 規 4

27 人

計 66 人

計 66 人

国 ・ 公 立
私 立 別

国 ・ 公 立 （月額17,000円） 39 人

私 立 （月額25,000円）

49 人

計 57 人
　

計 57 人

国 ・ 公 立
私 立 別

国 ・ 公 立 （月額30,000円） 8 人

私 立 （月額35,000円）
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　ウ　外国の大学又は大学院に在学する奨学生

人

人

人

人

人

人

　ア　幼稚園等に入所若しくは入園又は在園等する３歳以上の奨学生（50,000円）

　イ　小学校、義務教育学校前期課程又は特別支援学校小学部に入学した奨学生（80,000円）

　ウ　中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程又は特別支援学校中学部に
　　入学した奨学生（50,000円）

　エ　高等学校、中等教育学校後期課程、高等専門学校、専修学校高等課程又は特別支援
　　学校高等部に入学した奨学生（50,000円）

継 続 1

奨 学 生 数 新 規 0

丙 地 方 （月額 40,000円） 0

計 1 人

甲 地 方 （月額 60,000円） 0

地 域 別 乙 地 方 （月額 50,000円） 1

計 1 人

指 定 都 市 （月額100,000円） 0

1 207
（前年度） (7) (46) (43) (58) (59) (2) (215)
継　　続 9 43 42 59 53

総括表 (人）

区分 園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等 海外留学生 計

1 248
（前年度） (15) (57) (44) (59) (63) (2) (240)

計 18 55 51 66 57

0 41
（前年度） (8) (11) (1) (1) (4) (0) (25)
新　　規 9 12 9 7 4

奨 学 生 数 新 規 1 人

計 6 人

計 4 人

継 続 5 人

（３）　入学等準備一時金の給与

継 続 0 人

奨 学 生 数 新 規 4 人

奨 学 生 数 新 規 1 人

計 20 人

計 21 人

継 続 19 人

継 続 18 人

奨 学 生 数 新 規 3 人
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　オ　大学、大学院、専修学校専門課程に入学した奨学生又は高等学校専攻科、高等専門
学校４年生に進級した奨学生（200,000円）

人

　カ　外国の大学又は大学院に入学した奨学生（300,000円）

人

　　災害対策基本法第2条に定める災害により被災した奨学生

人

人

人

人

　　国内の社会経済情勢が著しく悪化したことにより、緊急に経済的支援を行う必要が
　ある奨学生（100,000円）

人

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( ) ( )

（給与額単位：千円）

奨 学 生 数 新 規 0 人

計 0 人

計 10 人
 

継 続 0

継 続 8

奨 学 生 数 新 規 2 人

0 50
（前年度） (-) (1) (9) (16) (21) (0) (47)
継　　続 - 5 18 19 8

総括表 (人）

区分 園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等 海外留学生 計

0 61
（前年度） (5) (4) (10) (17) (22) 0 (58)

計 4 6 21 20 10

0 11
（前年度） (5) (3) (1) (1) (1) (0) (11)
新　　規 4 1 3 1 2

計 0 人

総括表 (人）

区分 園児等 小学生 中学生 高校生

（５）　緊急支援一時金の給与

継 続 0

奨 学 生 数 新 規 0 人

207
（給与額） 1,310 5,820 7,260 15,644 23,650 600 54,284

大学生等 海外留学生 計

継　　続 9 43 42 59 53 1

1 248
（給与額） 2,310 7,030 8,358 16,906 25,250 600 60,454

計 18 55 51 66 57

0 41
（給与額） 1,000 1,210 1,098 1,262 1,600 0 6,170

新　　規 9 12 9 7 4

（４）　修学継続支援一時金の給与

(一人につき100,000円) 0

(一世帯につき100,000円) 0

(一世帯につき 50,000円) 0

(一世帯につき 30,000円) 0

0 人

被 災 別 居住する家屋が大規模半壊した奨学生

1 か 月 以 上 の 治 療 を 要 す る
重 傷 を 負 っ た 奨 学 生

居 住 す る 家 屋 が 全 壊 し た 奨 学 生

居 住 す る 家 屋 が 半 壊 し た 奨 学 生
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大学生等 海外留学生

継
続
奨
学
生

12ヶ月 
9 43 41 59 53 1

（６）　奨学金等の給与月数及び期間

奨学生　 学用品費 奨学金
合計(人)

　期  間 園児等 小学生 中学生 高校生

206
（R4.4～R5.3)

9ヶ月
1 1

（R4.4～R5.3)

7ヶ月
1 1

207

（R4.9～R5.3)

（R4.4～9、R5.1～3)

新
規
奨
学
生

12ヶ月 
8 11 9 6 3 37

計 9 43 42 59 53 1

2
（R4.10～R5.3)

2

6ヶ月
1 1

1 248

 

（７）　奨学生の計画人数と実人数の対比

区　　分 園児等 小学生 中学生 高校生  大学生等 

合　　　　計 18 55 51 66 57

計 9 12 9 7 4 0 41

2 215

新　規 6 9 4 2 2 0 23

 海外留学生 計 (人)

計
画
人
員

継　続 9 43 41 61 59

207

新　規 9 12 9 7 4 0 41

2 238

実
人
員

継　続 9 43 42 59 53 1

計 15 52 45 63 61

△ 8

新　規 3 3 5 5 2 0 18

1 248

増
減

継　続 0 0 1 △ 2 △ 6 △ 1

計 18 55 51 66 57

△ 1 10計 3 3 6 3 △ 4
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（８）　学生別・学年別　奨学金等給与状況

園
児
等

3歳 　 4 　 480 4 200

　（単位：千円）

ア　学用品費（幼稚園等、小学校、中学校等）

学校学年
学　用　品　費 一時金

合計
人員 金額

790

計 18 　 2,110 4 200 2,310

5歳 　 7 　 790

680

4歳 　 7 　 840 840

人数 金額

1,200

2 7 840 840

3 12 1,390 1,390
小
学
生

1 6 720 6 480

4 11 1,320

計

1,050 4,074

2 13 1,836 1,836

55 6,550 6 480 7,030

中
学
生

1 21 3,024 21

1,320

5 7 840 840

6 12 1,440 1,440

合計 124 15,968 31 1,730 17,698

3 17 2,448 2,448

計 51 7,308 21 1,050 8,358
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イ　奨学金（高等学校、大学、大学院等）

学校学年
奨　　　学　　　金 一時金

合計
人員 金額 人数 金額

3 29
国公立 21 4,284

6,684
私　立 8 2,400

1,530
  4,278

私　立 10 2,748

20 1,000 5,944
私　立 9 2,700

1 20
国公立 11 2,244

2 17
国公立 7

大
学
生

1 10
国公立 2

計 66
国公立 39 8,058

20

4 0
国公立

0
私　立

高
校
生

2 20
国公立 1 360

8,130
私　立 19 7,770

720
10 2,000 6,080

私　立 8 3,360

1,000 16,906
私　立 27 7,848

4 9
国公立 3 1,080

3,600
私　立 6 2,520

3 16
国公立 2 720

6,600
私　立 14 5,880

6 0
国公立

0
私　立

5 0
国公立

0
私　立

0
私　立

2,000 24,410
私　立 47 19,530

1 0
国公立

計 55
国公立 8 2,880

10

3 0
国公立

0
私　立

2 2
国公立

840
私　立 2 840

5 0
国公立

0
私　立

0
私　立

4 0
国公立

10 2,000 25,250
私　立 49 20,370

0 840
私　立 2 840

大学生等 57
国公立 8 2,880

計 2
国公立 0 0

0

大
学
院
生

6 0
国公立

0
私　立

3,000 42,156
私　立 76 28,218

合　計 123
国公立 47 10,938

30
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学校
奨　　　学　　　金 一時金

合計
人員 金額 人数 金額

ウ　奨学金（外国の大学等に留学した奨学生）

0
丙地方 0

0
甲地方 0

指定都市

乙地方

600
丙地方 0

0
甲地方 0

1

指定都市

乙地方 1 600

0
甲地方 0

3 0

指定都市

乙地方

4 0

指定都市

乙地方

0
丙地方 0

指定都市

乙地方 1 600 0

0
丙地方 0

0
甲地方 0

0 600
丙地方 0

指定都市

乙地方

大
学

1 0

2

0

0
甲地方 0

計 1

0
甲地方 0

0
丙地方 0

0
甲地方 0

丙地方 0

0
計 0

指定都市

乙地方

0

指定都市

乙地方

0 0 0
留学生計 1

指定都市 0 0 0

乙地方 1 600 0

0
丙地方 0

大
学
院

1 0

2

0 0
甲地方 0 0

0
甲地方

総計
人員 学用品費 奨学金 総合計

248 17,698 42,756 60,454

計 1 600 0 0 600

0 600
丙地方 0 0 0 0 0

（内 一時金） 61 1,730 3,000 4,730
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（９）都道府県別　奨学金等給与状況

給与額 人数 給与額 人数

学生別 学 用 品 費 奨 学 金
合計

園児等 小学生 中学生 高校生 大学生等 海外留学生

（単位：千円）

東
　
　
北

青森 2 240 3 360 3 532
1 300 1 360

給与額 人数 給与額

北海道 3 440 1 194

給与額 人数 給与額 人数 給与額 人数都道府県名 人数

9 1,336
岩手 2 320 1 194

1 204
6 1,294

秋田
4 560

934
宮城 2 240 2 320

1 420 4

1 620
福島

1 620
2 674

山形
1 254 1 420

関
　
　
　
　
東

茨城 3 440

神奈川 1 120 1

8 3,300 28 8,002
0

東京都 3 410 2 410 6 1,172 9 2,710
0

8 1,730
群馬 1 144

482 3 708 1 420
5 1,264

栃木 1 120 3
1 204 1 620

1,070
千葉 4 480 2 288 3 904

350 1 360 5
4 708

埼玉 1 120 2 240 1
2 354 1 210

2,500 12 3,904
新潟 1 120

120 1 252 4 912 5
2 840 11 2,512

2 540
長野

1 420
6 1,060

山梨 1 120
3 482 2 458

3,350

中
　
　
部

富山
204 4 2,080 14

0 0
静岡 5 600 1 70 3 396 1

福井
2 840 6 1,708

420
石川 1 120 1 194 2 554

1 420 1

7 1,056
愛知 1 170 4 560 3 432 9

2 408
1 254

岐阜 3 360 2 288
1 254

0 0
4,080

三重
2,078 2 840 19

16 4,204
大阪 6 720 5 820

482 4 1,012 5 2,180
1 420

京都 2 290 2 240 3
1 420

2 780 10
20 4,516

兵庫 1 120 3 360 2 288 2
6 1,516 3 1,460

4 880

近
　
　
畿

滋賀

和歌山

0 0

1,956
奈良 3 532 1 348

408

1,040 2 1,040

2 770

中
　
　
国

鳥取
2

広島 1 194
1 350 1 420

0 0
岡山
島根

0

四
　
国

徳島 1 36
0
3 1,034

山口
2 840

0 0
36

香川
1

5 1,104
高知 1 120

144 1 300 1 420愛媛 2 240 1

6 1,268
佐賀

2 408 1 600
1 120

福岡 1 30 2 230

1 360 4 794
0

長崎 2 240 1 194
0

3 1,140
大分

1 300 2 840熊本

3 360 2 388
2 980 3

6 1,828
宮崎 1 120

5 1,408 1 420

0 0
合計 18 2,310 55 7,030 51 8,358
沖縄

九
　
　
　
　
州

1 420 6 1,168
1,100

鹿児島

248 60,45466 16,906 57 25,250 1 600
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２　生活指導相談事業

（１）「ふれあい」の発行

　  一般財団法人日本宝くじ協会からの助成を得て広報誌を発行した。

（２）　事務局ノートの発行

（３）ふれあい相談活動

３　奨学生等調査事業

　　被害遺児等の実態調査

令和 5年 1月 1日
ふ れ あ い 新 年 号

No.161 6,200

計 ４　回 24,800

令和4年4月15日
ふ れ あ い 春 季 号

No.158 6,200 奨学生家庭、同OB家庭、評
議員、役員、選考委員、関
係中央官庁、国立国会図書
館、全国警察機関、都道府
県知事、教育委員会、各種
協力団体、寄附者等に配布
し、被害者等の心の交流を
図るとともに、基金事業に
対する理解と社会連帯共助
の精神的基盤の確立を図っ
た。

令和 4年 7月 1日
ふ れ あ い 夏 季 号

No.159 6,200

令和4年10月1日
ふ れ あ い 秋 季 号

No.160 6,200

発 行 年 月 日 誌 名 ・ 発 行 番 号 発行部数 備　　考

発 行 年 月 日 発 行 番 号 発行部数 備　　考

令和4年6月22日 No.　128 197
奨学生家庭、警察庁、都道
府県警察本部犯罪被害給付
事務担当課等に配布し、意
思の疎通と事務処理の迅
速、適正化を図った。

令和 5年 2月 1日 No.　129

奨学生家庭からの
相談件数

奨学生本人からの
お便り

保護者からの
お便り

卒業生からの
お便り

52 21 25 2

区　　　分

令和４年度

対象家庭 家庭数 備　　考

警察庁はじめ都道府県警察の協力を得て殺人等凶悪事
件について被害実態を調査し、令和4年度中に 45人の
奨学生応募者を確認し、41人を選考採用した。

殺人等凶悪事
件被害家庭 29

214

計 ２　回 411

63 13 30 3前　年　度

　奨学生保護者からの意見、要望、悩み等の生活相談について積極的に対応するとと
もに、近況報告の中でいただいた意見、希望・要望等を真摯に受け止め基金が行って
いる事業の推進・改善等への参考とした。
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４　支援金支給事業

    警察庁、都道府県警察、犯罪被害者支援団体等の協力を得て実施　　

５　犯罪被害者等支援に係る調査研究助成事業

６　広報・啓発事業

　  小冊子等を発行して地方公共団体、警察関係機関等に配布した。

    ホームページの閲覧数　　

    ツイッターの閲覧数　　

14,121

12,960

1,446 1,673 906 605

区　　　分 総　　数

基金概要 理事長挨拶 寄附のお願い

871

1,675 1,639

756

対象者 申請者数 支給者数 備　　考

犯罪被害者等で
現に著しく困窮
している人

　０人 ０人

　政府の策定した「第４次犯罪被害者等基本計画」で指摘のあった、被害者等に対する
支援の問題点と課題を踏まえ、支援の手が十分に行き届いていない犯罪被害の実情と支
援の在り方等について、多角的見地からの調査研究に助成を行うため、助成審査委員会
を開催して助成対象の選考及び助成額の査定を行い、最終選考された「被害者支援にお
けるオンラインカウンセリング実施に関する調査：有効性・実用性・実施上の問題点・
留意事項」、「地方公共団体における犯罪被害者等のため総合的対応窓口の稼働状況と
充実化に向けての検討」、「市町村における犯罪被害者等支援条例の制定率低迷の要因
とその対策～アンケート調査等により問題点を究明し制定促進の在り方について考察
～」の３件を助成対象として理事長が決定した。

配 布 年 月 日 資料名 作成数 備　　　考

明日の笑顔のために 148,000部 基金事業を広く一般に周知し、犯罪
被害者等に対する理解と潜在遺児等
の絶無を期するため、都道府県市区
町村、警察関係機関等に配布した。

令和4年10月1日
ポスター 13,505枚

868 850 843

活動概要

フォロワー

令和４年度 7

前　年　度 615 6

寄附のお礼総　　数区　　　分

令和４年度

前　年　度
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７　共催・協賛等事業

（１）「全国犯罪被害者支援フォーラム２０２２」の開催

（２）「犯罪被害者週間全国大会２０２２～いのち・きぼう・未来」の協賛

　犯罪被害者団体ネットワーク主催の標記大会の協賛として経費の一部を負担した。

　公認心理師国家資格取得費用の一部を負担した。

第２　　庶務の概要

１　評議員、役員等に関する事項

（１）評議員　任期４年　現在数８人（定数７人以上１３人以下）

令和５年３月３１日現在

 

 

 

 

 

 

 

評議員 大 谷 實 R1.06.20～R5.06 非 常 勤

〃 甲斐中辰夫 R1.06.20～R5.06 〃 弁護士 卓照綜合法律事務所

前世界人権問題研究センター
理事長

〃 西 野 文 章 R1.06.20～R5.06 〃 日本新聞協会顧問

〃 田 中 法 昌 R1.06.20～R5.06 〃
全国防犯協会連合会
代表理事兼専務理事

〃 黒 木 慶 英 R3.06.21～R5.06 〃

（３）被害者支援センター等における相談員の育成強化の推進

役　職 氏　　名 任　　期
常勤・非
常勤の別

職名(現在の本務）

　公益社団法人全国被害者支援ネットワーク、日本被害者学会、警察庁等と共催で表
記フォーラムを開催し、経費の一部を負担した。

全国警備業協会専務理事

〃 坂東眞理子 R1.06.20～R5.06 〃 昭和女子大学理事長・総長

〃 石 井 隆 之 R1.06.20～R5.06 〃 ひまわり基金理事長

〃 鈴 木 宣 幸 R3.10.27～R5.06 〃 日本雑誌協会専務理事
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（２）役員

　　　理事　任期２年　現在数９人（定数６人以上９人以下）

　　　監事　任期２年　現在数２人（定数２人又は３人）

令和５年３月３１日現在

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理事長 草 刈 隆 郎 R3.06.21～R5.06 非 常 勤 　

理事長
代　行

國 松 孝 次 R3.06.21～R5.06 〃
認定ＮＰＯ法人
救急ヘリ病院ﾈｯﾄﾜｰｸ会長

役　職 氏　　名 任　　期
常勤・非
常勤の別

職名(現在の本務）

〃 山 上 皓 R3.06.21～R5.06 〃 東京医科歯科大学名誉教授

〃 伊 藤 一 實 R3.06.21～R5.06 〃 ＪＰ生きがい振興財団理事長

専　務
理　事

黒 澤 正 和 R3.06.21～R5.06 常 勤

理事 細 井 洋 子 R3.06.21～R5.06 非 常 勤 東洋大学名誉教授

〃 白 岩 祐 子 R3.06.21～R5.06 〃 埼玉県立大学准教授

監　事 金 髙 雅 仁 R3.06.21～R5.06 〃 警察共済組合理事長

〃 椎 橋 隆 幸 R3.06.21～R5.06 〃 中央大学名誉教授・弁護士

〃 深 澤 直 之 R3.06.21～R5.06 〃 弁護士右田・深澤法律事務所

〃 河 内 悠 紀 R3.06.21～R5.06 〃 弁護士ひかり総合法律事務所
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（３）　奨学生選考委員会委員

　　　　任期５年　現在数６人（定数５人以上８人以下） 令和５年３月３１日現在

 

 

 

 

 

 

（４）　支援金支給審査委員会委員

　　　　任期５年　現在数５人（定数５人以上８人以下） 令和５年３月３１日現在

 

 

 

 

 

（５）　調査研究助成審査委員会委員

　　　　任期５年　現在数５人（定数５人以上８人以下） 令和５年３月３１日現在

 

 

 

 

 

委員長 櫻 井 美 香 R5.03.31～在職期間 非 常 勤 警察庁教養厚生課長

〃 藤 田 有 祐 R3.10.04～在職期間 〃
警察庁教養厚生課
犯罪被害者支援室長

委　員 伊藤冨士江 R4.09.08～R8.06 〃 上智大学客員研究員

役　職 氏　　名 任　　　期
常勤・非
常勤の別

職名(現在の本務）

〃 黒 澤 正 和 H23.06.22～在職期間 〃
公益財団法人
犯罪被害救援基金専務理事

〃 中 山 仁 R3.09.07～在職期間 〃 警察庁捜査第一課長

〃 武 田 宗 洋 R5.02.21～在職期間 〃
警視庁総務部参事官企画課長
事務取扱

〃 櫻 井 美 香 R5.03.31～在職期間 〃

〃 大久保恵美子 R3.06.01～５年間 〃

〃 川 出 敏 裕 R3.06.01～５年間 〃
東京大学大学院
法学政治学研究科教授

役　職 氏　　名 任　　　期
常勤・非
常勤の別

職名(現在の本務）

委　員 飛鳥井 望 R3.06.01～５年間 非 常 勤

公益社団法人
被害者支援都民センター理事

警察庁教養厚生課長

医療法人社団
青山会青木病院院長

〃 黒 澤 正 和 H23.06.22～在職期間 〃
公益財団法人
犯罪被害救援基金専務理事

常勤・非
常勤の別

東京大学大学院法学政治学
研究科教授

〃 伊藤冨士江 R3.08.04～５年間 〃 上智大学客員研究員

役　職 氏　　名 任　　　期 職名(現在の本務）

委　員 太 田 達 也 R3.08.04～５年間 非 常 勤 慶応義塾大学法学部教授

警察庁教養厚生課長

〃 黒 澤 正 和 R3.08.04～在職期間 〃
公益財団法人
犯罪被害救援基金専務理事

〃 川 出 敏 裕 R3.08.04～５年間 〃

〃 櫻 井 美 香 R5.03.31～在職期間 〃
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（６）　職員に関する事項 令和５年３月３１日現在

２　会議に関する事項

（１）　評議員会

事 務 局 長 田 盛 正 幸 令和元年7月1日 事 務 の 総 括

参 事 中 村 恵 一 令和元年6月1日 総 務 ・ 経 理 ・ 奨 学 事 務

職   制 氏   名 採 用 年 月 日 職　　　務

定款の変更

承 認 ・ 可 決

○ 償還集中債券の買換等の承認 承 認 ・ 可 決

報告１ 令和３年度事業報告

報告２

承 認 ・ 可 決

報告４
代表理事及び業務執行理事の職
務執行状況

内閣府の立入検査及び公益目的
事業に係る変更認定申請の結果
について

開 催 年 月 日 議 事 事 項 審議結果

副 主 幹 迫 田 ミユキ 平成4年4月20日 奨 学 ・ 経 理 事 務

主 事 葭 葉 いずみ 令和2年5月18日 総 務 ・ 経 理 事 務

報告３

監事監査報告

報告３
定時・臨時評議員会を「決議・
報告の省略」の方法で行った間
の業務執行状況の報告

令和5年3月22日 報告２ 令和５年度収支予算書

令和4年6月21日

○ 令和３年度貸借対照表等の承認

報告１ 令和５年度事業計画書

○ 
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（２）　理事会

○ 臨時評議員会の招集

「定款の変更」を議案として評議員会
に提案すること

承 認 ・ 可 決

承 認 ・ 可 決

承 認 ・ 可 決

報告１

開 催 年 月 日

監事監査報告

報告２
代表理事及び業務執行理事の職
務執行状況の報告

○

○

審議結果

○

議 事 事 項

令和５年度事業計画書 承 認 ・ 可 決

○ 財産管理運用規程の一部改正 承 認 ・ 可 決

○ 奨学規程の一部改正 承 認 ・ 可 決

特別寄附金の受領

報告３ 職指定委員の委嘱報告

報告３ 職指定委員の委嘱報告

令和4年9月6日 ○ 奨学生選考委員会委員の選出 承 認 ・ 可 決

令和５年度収支予算書

報告４

令和5年3月7日

○

承 認 ・ 可 決

報告１
内閣府の立入検査及び公益目的
事業に係る変更認定申請の結果
について

報告２
代表理事及び業務執行理事の職
務執行状況

○ 事務局処務規程の一部改正

令和4年11月4日 ○ 公益目的事業に係る変更認定申請 承 認 ・ 可 決

令和３年度事業報告の承認 承 認 ・ 可 決

定時評議員会の招集 承 認 ・ 可 決

○ 償還集中債券の買換等の承認 承 認 ・ 可 決令和4年6月2日

○ 令和３年度貸借対照表等の承認 承 認 ・ 可 決

○
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（３）　奨学生選考委員会

（４）　支援金支給審査委員会

（５）　調査研究助成審査委員会

○
調査研究助成審査委員会運営細則（制
定案）について

承 認 ・ 可 決

○
第1回調査研究助成募集要項（案）につ
いて

承 認 ・ 可 決

令和5年2月8日

○

結　　　果

第1回調査研究助成対象の選考 承 認 ・ 可 決

○ 助成額の査定

令和 4年 9月 1日 奨学生の選考
選考対象者　　14 人

結果　14 人を奨学生候補者として選考

令和5年3月27日 奨学生の選考
選考対象者　　31 人

開 催 年 月 日 議事事項

申請なし　

結果　27 人を奨学生候補者として選考

開 催 年 月 日

承 認 ・ 可 決

開 催 年 月 日 議 事 事 項 審議結果

令和4年8月23日

議　事　事　項 結　　　　果
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３　寄附に関する事項

４ 8 37 193,919
全体に占める割合 38.69

令
和

7 40 1,403,378
○　法人・団体からの寄附

５８

6 50 1,072,701
前年度対比 331 件

全体に占める割合 27.05
5 50 425,419

４０３

減 2,005,502

10,798,916 円 減

12 148 1,284,529
○　全体の前年度対比

件数

11

98 1,262,146
３５４ 件

３４７ 件減 29.86 ％ 減

令
和

1 65 563,556
金額 10,615,108

2 59 535,595
５

（円）

118 1,663,948

10
4,545,865 円

前年度対比 16 件 減 2,189,310 円 増

％

9 41 538,250
○　個人からの寄附

全体に占める割合

前年度対比 0 件

※　特別寄附金

年
3 64 3,592,654

４ 件

円減 44.45

円

年

合 計 815

％ 減

34.26 ％

○　ふれあいの箱を通じての寄附

件 5,133,226 円

45 731,718

件 3,588,722 円

4

13,267,813

1,700,000

年　月 件　数 金　　　額 備　　　考

％

円 減
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４　監督官庁等への書類提出等

変更認定申請（事業内容の整理）

事業報告書の附属明細書はありません。

令和4年6月23日 令和３年度正味財産増減計算書の提出 麹 町 税 務 署 宛

事　　項 備　　考

令和4年11月11日 内 閣 府 宛

内 閣 府 宛

年 月 日

変更の届出（役員報酬の変更） 内 閣 府 宛

令和5年3月22日 令和５年度事業計画書等の提出 内 閣 府 宛

令和4年6月22日 令和３年度事業報告等の提出

令和 4年 4月 4日
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